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䣕 

入
所
施
設
に
つ
い
て
思
う
こ
と 

䣖 

施
設
入
所
支
援
課 

管
理
課
長 

 

中
島 

正
寛 

 今
年
度
か
ら
始
ま
る
国
の
䣓
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
䣔
で
は
䣍
䣓
入
所
等
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
䣍
地
域
生
活
の
継
続
の
支
援
䣍
就
労
支
援
等

の
課
題
に
対
応
し
た
サ
䤀
ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
䣔
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
䣎
そ
れ
を
受
け
䣍
香
芝
市
の
䣓
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
䣔
に
は
䣍
入
所
者

の
６
％
の
地
域
移
行
が
掲
げ
て
ら
れ
て
い
ま
す
䣎 

こ
れ
は
䣍
１
９
８
０
年
代
か
ら
広
ま
䣬
た
ノ
䤀
マ
ラ
イ
ゼ
䤀
シ
䣼
ン
の
考
え
か
ら
始
ま
䣬
た
も
の
で
䣍
21
世
紀
に
入
り
地
域
移
行
の
流
れ
は
加

速
的
に
進
み
ま
し
た
䣎
そ
の
結
果
䣍
２
０
１
８
年
度
に
は
グ
ル
䤀
プ
ホ
䤀
ム
の
利
用
者
が
施
設
入
所
者
と
ほ
ぼ
同
数
に
達
し
ま
し
た
䣎
し
か
し
䣍
移

行
で
き
た
方
は
身
体
障
害
者
や
中
軽
度
の
知
的
障
害
者
で
䣍
重
度
の
方
や
高
齢
者
は
取
り
残
さ
れ
䣍
国
の
地
域
移
行
政
策
は
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て

い
ま
し
た
䣎
そ
の
中
䣍
セ
ン
セ
䤀
シ
䣼
ナ
ル
な
事
件
と
し
て
起
こ
䣬
た
の
が
相
模
原
殺
傷
事
件
で
す
䣎
事
件
の
詳
細
に
は
触
れ
ま
せ
ん
が
䣍
こ
の
事

件
は
今
ま
で
覆
い
隠
さ
れ
て
い
た
様
々
な
不
都
合
を
表
舞
台
に
引
き
出
し
た
も
の
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
䣎 

重
度
の
方
へ
の
公
的
支
援
は
䣍
１
９
６
０
年
に
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
が
で
き
る
ま
で
皆
無
に
等
し
い
状
況
で
し
た
䣎
そ
の
為
䣍
差
別
を
恐
れ
な
が

ら
家
で
暮
ら
す
か
䣍
精
神
科
病
院
䥹
当
時
は
精
神
病
院
䥺
に
入
院
す
る
し
か
無
く
䣍
追
い
込
ま
れ
た
親
が
子
を
殺
し
た
り
䣍
心
中
す
る
悲
惨
な
事
件

も
起
き
て
い
ま
し
た
䣎
そ
の
対
策
と
し
て
䣍
重
度
の
方
が
生
活
す
る
施
設
が
全
国
で
開
設
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
䣎
当
時
は
䣍
施
設
の
中
で
暮
ら
す
こ

と
が
幸
せ
だ
と
考
え
る
人
が
少
な
く
な
か
䣬
た
時
代
で
し
た
䣎
時
代
が
流
れ
䣍
地
域
移
行
が
こ
れ
程
議
論
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
䣍
２
０
１
７

年
に
閉
鎖
を
宣
言
し
た
金
剛
コ
ロ
ニ
䤀
は
８
５
０
人
か
ら
４
６
５
人
に
定
員
を
減
ら
し
存
続
し
て
い
ま
す
䣎
２
０
０
２
年
に
宮
城
県
の
浅
野
知
事

䥹
当
時
䥺
は
施
設
解
体
を
宣
言
し
ま
し
た
が
䣍
入
所
者
家
族
の
反
対
で
定
員
を
増
や
し
て
新
改
築
と
な
り
ま
し
た
䣎
ゆ
ら
く
の
里
に
も
月
に
１
件
以

上
䣍
入
所
希
望
の
問
い
合
わ
せ
が
有
り
ま
す
䣎 

当
然
䣍
問
い
合
わ
せ
を
さ
れ
る
ご
家
族
さ
ま
だ
け
で
な
く
䣍
入
所
し
て
お
ら
れ
る
方
の
ご
家
族
さ
ま
も
地
域
で
の
生
活
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
䣎
そ
れ
が
難
し
い
故
䣍
施
設
を
選
択
せ
ね
ば
な
ら
な
い
現
実
䣍
こ
の
中
で
我
々
ゆ
ら
く
の
里
の
職
員
が
で
き
る
こ
と
は
䣍
障
害
を
持
䣬

た
方
が
安
心
し
て
住
み
続
け
䣍
ご
家
族
さ
ま
も
安
心
し
て
預
け
て
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指
す
こ
と
䣕
入
所
施
設
も
地
域
の
社
会
資
源
の
一
つ
で
あ

る
䣖
と
考
え
て
お
り
ま
す
䣎 

ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ
る
で
し
䣯
う
が
䣍
ゆ
ら
く
の
里
は
夏
に
改
築
工
事
が
終
了
し
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
す
が
䣍
新
生
ゆ
ら
く
プ
ロ
ジ
䣷
ク

ト
と
し
て
䣍
䣓
ご
利
用
者
さ
ま
も
職
員
も
楽
し
い
ゆ
ら
く
䣔
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
次
の
取
り
組
み
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
䣎
一
日
を
通
じ
た
活
動
を
行

い
䣍
そ
の
中
で
外
出
の
機
会
を
増
し
て
行
き
ま
す
䣎
次
に
毎
日
の
入
浴
が
で
き
る
様
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
䣎
更
に
高
齢
の
方
に
は
䣍
Ｅ
Ｍ
Ｓ
䥹
Ｅ

ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｃ
ｌ
ｅ 

Ｓ
ｔ
ｉ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
䥽
電
気
を
使
䣬
て
筋
肉
を
刺
激
し
䣍
収
縮
さ
せ
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
器
具
䥺

を
導
入
し
䣍
運
動
能
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
䣎
支
援
に
関
し
て
も
ス
キ
ル
向
上
を
図
る
為
䣍
Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ 

Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
と
い
う
オ

ン
ラ
イ
ン
で
学
べ
る
研
修
を
導
入
し
䣍
同
時
に
こ
れ
ま
で
の
個
別
の
担
当
制
か
ら
グ
ル
䤀
プ
で
ご
利
用
者
さ
ま
の
日
々
の
生
活
を
支
援
さ
せ
て
頂
く

形
も
進
め
て
お
り
ま
す
䣎 

施
設
で
の
暮
ら
し
が
少
し
で
も
䣓
普
通
の
生
活
䣔
に
近
付
く
様
䣍
ま
た
そ
れ
以
上
の
も
の
に
な
る
様
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
䣍
今
後
益
々
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
夜
勤
者
が
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎 
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≪令和３年度 法人方針≫ 

平成３０年度事業計画策定の際に、「５年後のイメージ」として『中長期計画』を職員、理事をはじめ

役員等へ提示しました。提示した「５年後のイメージ」をもとに、令和２年度は以下のとおり実行して

きました。 

令和２年度は「変化と考働」という方針のもと、 

①意識改革 

②収益意識の向上 

③事業再編の為の現状分析 

以上の３点に重点を置き、事業企画推進室「アジト」に松本部長を迎え、理事長の活動拠点をボノボ

ビルに移し、各種プロジェクトの企画実行を共に実施してきました。 

「意識改革」については、毎週月曜日に幹部の定例会議を実施し、幹部の意識改革に着手しました。

その意識改革の根源となる「収益意識の向上」については、税理士による損益分岐点の講義やＳＷＯＴ

分析の実施から始めました。「事業再編の為の現状分析」では、赤字部門の課題整理と黒字部門をさらに

伸展させる為の取り組みを次年度予算に反映させています。幹部にとってこれまで取り組めていなかっ

たことも多く、まさに方針のとおり「考働」を実行してきました。 

次年度は、令和２年度に取り組んできた事を継続しながら成長を遂げ、夏に新棟が完成し、開所を迎

える「新生ゆらくの里」を起爆剤として、障がい福祉事業を行う法人としての確固たる基盤を再構築す

る年度とし、 

「変化と考働」の継続 REBORN & RESTART IWAKI 

を年度方針として各事業黒字を目指し頑張って参ります。 

 「変化と考働」の継続 

REBORN & RESTART IWAKI 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉事業区分 資金収支予算書 

(自)令和 3 年 4 月 1 日 (至)令和 4 年 3 月 31 日 

(単位:円)    

勘定科目 予算額 備考 

事
業
活
動
に
よ
る
収
支 

収
入 

就労支援事業収入 45,301,900  

障害福祉サービス等事業収入 865,723,500  

経常経費寄付金収入 870,300  

受取利息配当金収入 1,300  

その他の収入 3,582,000  

事業活動収入計(1) 915,479,000  

支
出 

人件費支出 564,276,600  

事業費支出 91,924,700  

事務費支出 50,757,700  

就労支援事業支出 39,550,700  

支払利息支出 1,737,500  

その他の支出 3,227,000  

事業活動支出計(2) 751,474,200  

 事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 164,004,800  

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支 

収
入 

施設整備等補助金収入 305,400,000  

   

   

   

施設整備等収入計(4) 305,400,000  

支
出 

設備資金借入金元金償還支出 25,008,000  

固定資産取得支出 305,540,000  

ファイナンス･リース債務の返済支出 672,000  

   

施設整備等支出計(5) 331,220,000  

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △25,820,000  

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る

収
支 

収
入 

   

   

その他の活動収入計(7)   

支
出 

長期運営資金借入金元金償還支出 4,254,000  

積立資産支出 43,400,000  

   

その他の活動支出計(8) 47,654,000  

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) △47,654,000  

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9) 90,530,800  
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令和 3 年 3月開催の理事会及び評議員会におきまして、令和 3 年度予算を承認いただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アート活動「アトリエ それいゆ」便り 絵画サークル・アトリエそれいゆ 

岡橋 三起子 

新型コロナウイルス感染症が世界中で流行して 1 年が過ぎ、ワクチン接種が始まりました。その中で、ようやく 

アトリエそれいゆの活動再開が実現しようとしています。この春までの取り組みの軌跡をご紹介致します。 

■ 「第 30 回全日本アートサロン絵画大賞展」入選 （全日本アートサロン絵画大賞展実行委員会・産経新聞社 主催） 

アトリエそれいゆの山口裕樹さんの作品「silence-静寂-」が、「第 30 回全日本アートサロン絵画大賞展」に入選しました。 

この展覧会は、絵を描くことを楽しみとする方を対象に、絵画ファンの拡大を目指して 

います。今回、山口さんが応募されたのは「自由表現部門」で、墨汁と水彩を使って 

心象風景を表現されました。作品の良いところを見出してくださった篠先生、 

日比野先生、山本先生、ありがとうございました！ 

<東京展> 会期/2021 年 2 月 4 日（木）～15 日（月） 会場/国立新美術館 展示室 1B 

<大阪展> 会期/2021 年 3 月 2 日（火）～7 日（日） 会場/大阪市立美術館 地下展覧会室 

<審査員> 篠 雅廣（大阪市立美術館館長） 

日比野 克彦（アーティスト・東京藝術大学教授）  

山本 容子（銅版画家）           （敬称略） 山口裕樹さん「silence-静寂-」 
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■ プライベート美術館 参加 （奈良県障害者大芸術祭実行委員会・奈良県大芸術祭実行委員会・奈良県 主催） 

10 都府県に緊急事態宣言が発出されている最中、今年も無事

「プライベート美術館」が開催されました。実行委員会によると、

直前まで開催できるかどうか迷いがあり、開催決定の知らせに、

関係者一同、ホッとしたそうです。展示してくださった店舗を訪ね

ると、スタッフの皆さんは温かく出迎えてくださいました。今回の展

示では、例年と全く違う雰囲気に、コロナ禍での苦境を感じ取りま

した。苦しい中でも作品の良さを見出してくださった皆さんには、

是非この困難な状況を乗り越えていただきたいものです。 

■ 愛と平和と自由と多様性の種を蒔く / 弁護士 田中啓義先生 講演会 （一般社団法人 blue earth green trees 主催） 

2021 年 2 月 13 日（土）奈良県文化会館にて、アトリエそれいゆの作品をレンタルされている登大路総合法律事務所の所長弁

護士・田中啓義先生の講演会が開催され、その中で障害のある人のアート活動について、アトリエそれいゆの皆さんとの取り

組みなどもご紹介いただきました。 

今回開催された講演会では、田中先生の職務上のこれまでのエピソードを織り交

ぜながら、環境問題への法的支援・教育現場での協働・心の専門家との協働・福

祉と芸術と法のコラボ・不動産鑑定と経済・奈良ドット FM での活動など、多岐にわ

たるご活躍を発表されました。主催の一般社団法人 blue earth green trees さんは、

活動の一環として国内外の支援団体へのドネーション（寄付）活動をされていま

す。今回の講演会で集まったドネーションは、「特定非営利活動法人 国境なき医

師団」に寄付されることが決定しています。 

（上）西谷光世さん「亀は万年」 

（右）唯吉茜さん「火山大噴火」 

講演会の様子 



 

 

採用サイト マイナビ 2022 

≪新卒のみ≫ 
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4 月 1 日（木）、「障害者支援センターすみれの里」にて

『令和 3 年度 入職式』を開催致しました。 

今年度は 2名の方が新しい仲間として入職。理事長より

辞令交付を受けた後、期待と不安を胸に抱きながら、今

後の抱負を話してもらいました。これからの活躍を期待

しています。 

令和３年度 入職式 4 月 1 日 

4 月 3 日（土）、ふたかみ文化センターにて「令和 3 年度 エントランスセレモニー」を開催致しました。 

今年度、新たに 5 名のご利用者を通所事業（今人 2 名、すみれの里 1 名、さぽーと 2 名）に迎えることが出来ま

した。式典では少し緊張されたご様子でしたが、名前を呼ばれると「ハイ！」と元気な返事をされていました。 

式典終了後は、ふれあいキッチン SORA にて懇親会♪ 

モンステラ工房の特製ケーキを召し上がっていただ

きながら、各事業所の管理者より活動内容の紹介や

スタッフとの交流、新規ご利用者やご家族同士の交

流など楽しい時間を過ごしていただきました。今後

は各活動を通して、ご利用者の皆様が素晴らしい時

間を過ごせるよう職員一同、力を合わせて支援させ

ていただきます。 

 

令和３年度 エントランスセレモニー 4 月 3 日 

≪募集中の職種≫ 

●新卒 支援員（2022 年 3 月卒の方） 

●入所 生活支援員（パート） 

●通所 生活支援員（パート） 

●グループホーム夜勤専従（パート） 

●調理補助（パート） 

●ガイドヘルパー（行動援護） 

●作業療法士（正職員） 

●言語聴覚士（正職員） 

〔※2021 年 4 月 20 日現在〕 

求人情報 

当法人では、現在、右記の職種の求人募集を行っております。 

興味のある方は、お気軽に採用窓口までお問合せ下さい。 

また、各種求人は当法人ホームページからもご確認頂けます☆ 

【採用窓口】 

 事業企画推進室〔担当/中山・西原〕 

 TEL：0745-51-5115 （平日 8 時～18 時迄） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『ナチュラルカフェ モンステラ』はこの度 8周年を迎えます♪ 

これもひとえに日ごろからご利用して頂いている皆様のおかげです！そこで様々なイベントを催しております

ので是非ご来店下さい。「クロッフル」という韓国発の新食感スイーツの販売を始めていまして、凄く好評を頂

いておりこちらも合わせてお試し下さい！ 
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ナチュラルカフェ モンステラ「８周年フェア」開催！！ 

クロッフルとは、クロワッサン生地をワッフル型で焼い

た韓国発の新食感スイーツです☆ 

味も４種類あり、店内でゆっくり食べられるようにフル

ーツを使ったデザートプレートもご用意しています。 

ハマりますよ！！ 



ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他法人から転職して 2 月からお世話に

なっております。働き始めてから 2 ヶ

月が経ち、まだまだ不慣れな部分がた

くさんありますが、温かく見守って頂

けたら幸いです。宜しくお願いします。 

ゆらくの里 正職員  

我楽（さぽーと） パート  

池
いけ

林
ばやし

 玲
れ

菜
な

（4 月 1 日入職） 平
たいら

 光
みつ

葉
は

（4 月 1 日入職） 

ゆらくの里 正職員  ゆらくの里 正職員  

田中
た な か

 昌
まさ

宏
ひろ

（2 月 1 日入職） 

村主
す ぐ り

 壽已
ひ さ み

（2 月 1 日入職） 

松本
まつもと

 はるか（4 月 1 日入職） 

はぐらいぶ 正職員  

杉山
すぎやま

 和美
か ず み

（4 月 1 日入職） 

3 月より我楽で勤務させて頂いていま

す。未経験からのスタートでご迷惑を

お掛けすると思いますが、皆様のお役

に立てるよう頑張りたいと思います。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

ゆらくの里 パート 

ご縁があって、ゆらくの里で勤務させ

て頂くことになりました。未経験で分

からないことも多く、ご迷惑をお掛け

するとは思いますが、精一杯頑張りま

すのでよろしくお願いします。 

4 月からゆらくの里で勤務させて頂い

ております。より多くの利用者様の自

然な笑顔を生み出せるようコミュニケ

ーションをとり、新人らしく元気にポ

ジティブに頑張ります。宜しくお願い

します。 

利用者の方やスタッフの皆さんと一緒

に笑顔になれたり、いずれは自然と笑

顔を生み出し続けられる場所を創り出

す一員にしっかりとなれるようにした

いです。よろしくお願いします。 

4 月より、ゆらくの里で勤務していま

す。就職ブランクが 10 年ほどあります

ので体力が続くか心配ですが、なんとか

なる！の気持ちで一緒に活動できれば

と思います。よろしくお願いします 

新 入 職 員 紹 介 
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ご利用者のために精いっぱい頑張ります 

どうぞよろしくお願いします 

以和貴会  
～ 職員紹介&お知らせ ～ 

★★★ お知らせ ★★★ 
『障害者支援施設ゆらくの里』では、ご利用者の皆さんに日々の食事を楽しんで

頂くため、管理栄養士のもと献立に力を入れ、季節を感じられるメニューなどの

提供を行っています。詳しくはホームページの「お知らせ」にて随時公開してお

りますので、是非ご覧ください☆ 

4 月 3 日の昼食「桜そば」 



 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

通所事業（今人・我楽・すみれの里）家族会「愛の会」

より、令和 2 年度分の家族会活動としてご寄付を頂き

ました。 

 

昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、予定

していた行事や活動が出来なかったことを受け、感染

防止対策等に役立てて欲しいとの趣旨のもと、家族会

を代表して、令和 2 年度 会長の武内様よりご寄付を頂

戴することとなりました。 

 

いただきましたご寄付は、日頃のご利用者支援や感染

防止対策等で活用させて頂きます。 

 

「愛の会」の皆様、本当にありがとうございました。 

心よりお礼申し上げます。 

通所事業 家族会「愛の会」よりご寄付いただきました。 

«ありがとうございました» 

多くの方よりご寄附をいただきました。皆様方からの寄附を施設整備など、有効に活用し、ご利用者のため
に使用させていただきます。 

≪個人≫ 
  三島茂子、飯原隆美、久世博子、牧村元嗣、増尾明広、藤井宏美、匿名希望1名 

≪業者ほか≫ 
   (株)ステップワン、(株)タクサン、(株)田原建設 

（順不同・敬称略） 

«賛助会員募集» 

引き続き賛助会員を募集いたします。同封の振込用紙にて会費のお振込を是非お願い申し上げます。 

寄附金控除を受けるための領収証をご希望の方は「通信欄」にてご連絡ください。 

発  行： 社会福祉法人 以和貴会 

住  所： 〒639-0261 

奈良県香芝市尼寺６１６番地 

編集責任者：理事長 下村 卓司 

Ｍａｉｌ： office@yuraku.or.jp 

発 行 月： 令和 3 年 4 月 

《編集後記》 

早いもので桜も散り、近くの二上山も新緑に輝いてい

ます。春の陽気に誘われて「どこかに出掛けたい！」

そんな気分にもなりますが、中々遠出もできないの

で、今年はどこか近い場所でたくさんの春を感じたい

と思います。 

～ 最後に ～
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